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区　　分 受入れ研究チーム等研究員の所属 氏　　名 期　間

受入研究員 受入研究員

技 術 講 習 東京農業大学大学院
農学研究科

東北地域活性化
研究チーム河野　洋一 21.10.19～ 

21.10.23 

技 術 講 習 東京農業大学大学院
農学研究科

東北地域活性化
研究チーム

ゴンザレス カ
マチョ マルコ
アントニオ

21.10.19～ 
21.10.3

技 術 講 習 家畜改良センター
技術部技術第二課 日本短角研究チーム奥村　寿章 21.11.16～ 

21.11.20

技 術 講 習 長岡技術科学大学
大学院工学研究科

飼料作物育種研究
東北サブチーム田中　啓介 21.11.16 ～ 

21.11.20

技 術 講 習 長野県農業試験場 やませ気象変動
研究チーム土屋　　学 21.12. 7 ～ 

21.12.11

技 術 講 習 北里大学大学院
獣医畜産学研究科

東北飼料イネ
研究チーム小木野瑞奈 21.12. 8 ～ 

21.12. 9 

技 術 講 習 北里大学獣医学部 東北飼料イネ
研究チーム青木　宏輔 21.12. 8 ～ 

21.12. 9

技 術 講 習 北里大学獣医学部 東北飼料イネ
研究チーム中屋　陽介 21.12. 8 ～ 

21.12. 9

T O P I C S
東北農業研究センター

公開シンポジウム
リンゴ特別栽培の技術体系と

安全・安心による産地振興の可能性

●

東北農業研究センターが中心となって、平成17年度
から５カ年実施されてきた農研機構交付金プロ、地域
農業確立総合研究「東北地域における農薬50％削減リ
ンゴ栽培技術体系の確立」の成果紹介と意見交換を目
的として、平成22年２月５日に”サンセール盛岡”で
公開シンポジウムを開催しました。プロジェクト主査
の東北農研岡所長の挨拶に続き、性フェロモン剤を活
用した殺虫剤の削減技術、病原菌の感染生態の詳細な
解明に基づく殺菌剤削減技術、さらに量販店との相対
取引により農薬削減リンゴの有利販売を実現する産地
マーケティングの有効性検証等の研究成果が報告され
ました。こうした成果の紹介に続くパネルディスカッ
ションでは、現地実証試験地を提供していただいた岩
手中央農協のりんご部会長、産地マーケティングを推

進された同農協の園芸特産課長、相対取引先（株）フジ
の青果物担当バイヤーにパネラーとしてご出席いただ
き、農薬削減による産地新興の可能性について多面的
な議論が行われました。

このシンポジウム開催に合わせて、研究成果を基に
編集・発行した「農薬50％削減リンゴ栽培マニュアル」
を、全参加者に配付することができました。広い会場
には、東北各県や長野県などリンゴ主産地の試験研究
機関、普及指導機関、地域の生産者組織などから177名
の方々の参加と熱心な意見交換に、本プロジェクトの
研究成果に対する期待の高さを実感した公開シンポジ
ウムとなりました。

（省農薬リンゴ研究チーム　高梨 祐明）

特　許

特 許 権 等 の 名 称

植物病害防除剤及びそれを用いた植物の病害防除法
植物の生産環境に負荷を与えずに植物
病害を防除するための新たな資材とそ
の効果的な利用手法

H21.11.13
門田　育生
岡田　浩明
吉田　隆延
焼津水産化学工業㈱

日本
第4404332号

発  明  者 登録番号 登録年月日

（ （
吸引通気式堆肥製造施設の
排気処理装置及び排気処理方法
好気発酵による排気熱を有効利用する
吸引通気式堆肥製造施設の排気処理方
法とその装置

H21.12.11

阿部　佳之
本田　善文
伊藤　信雄
福重　直輝
富士平工業㈱
㈲岡本製作所

日本
第4418886号（ （

区　　分 受入れ研究チーム等研究員の所属 氏　　名 期　間

技 術 講 習 岩手大学大学院
農学研究科 日本短角研究チーム老川ひとみ 22. 1 . 4 ～ 

22. 1 . 8 

技 術 講 習 岩手大学農学部 日本短角研究チーム鎌田　丈弘 22. 1 . 4 ～ 
22. 1 .15

技 術 講 習 岩手大学農学部 日本短角研究チーム前野かおり 22. 1 .12 ～ 
22. 1 .15


